
         

市
職
労
退
職
者
の
会
は
、
11
月
２
日
（
土
）
に
41
名
が

参
加
し
て
「
第
５
回
バ
ス
ハ
イ
ク
」
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
う
す
曇
り
な
が
ら
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
長
崎
平

戸
の
秋
を
満
喫
す
る
小
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
早
朝
７
時

45
分
の
集
合
時
間
に
も
関
わ
ら
ず
、
30
分
に
は
参
加
者
全

員
が
集
合
さ
れ
、
予
定
時
間
を
15
分
も
早
く
出
発
し
ま
し

た
。
今
回
で
5
回
目
で
す
が
参
加
者
の
3
分
の
1
が
初

参
加
で
し
た
。 

バ
ス
の
中
で

は
『
久
し
ぶ
り
、

元
気
！
』
の
挨

拶
が
飛
び
交
い
、

参
加
者
の
年
齢

も
最
高
が
82
歳

で
し
た
。 

平
戸
に
は
20

年
ぶ
り
に
来
た

け
ど
、
前
よ
り

街
並
も
整
備
さ

れ
て
き
れ
い
で

す
ね
の
声
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

  

木
造
建
築

の
レ
ト
ロ

な
家
並
が

修
復
再
生

さ
れ
て
懐

か
し
い
雰

囲
気
で
し

た
。 

   

 

昼
食
懇
親
会
も
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
で
大
賑
わ
い
で
し
た
。

日
ご
ろ
カ
ラ
オ
ケ
教
室
に
通
っ
て
い
る
方
の
演
歌
に
聞
き

惚
れ
、
２
時
間
半
が
ア
ッ
と
言
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。 

第
６
回
市
職
労
退
職
者
の
会
総
会 

 

福
岡
市
職
労
退
職
者
の
会
の
第
６
回
総
会
を
次
の
通
り

開
催
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
出
席
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

日 

時 
 

２
０
１
４
年
１
月
11
日
（
土
） 

 
 
 
 
 

午
前
11
時
～
午
後
２
時
ま
で 

会 

場 
 

天
神
平
和
楼 

内 

容 
 

記
念
講
話
「
相
続
税
に
つ
い
て
」
（
要
請
中
） 

 
 
 
 
 

第
１
部 

第
６
回
総
会 

 
 
 
 
 

○
経
過
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
新
年
度
活
動
方
針 

 
 
 
 
 

第
２
部 

新
年
祝
賀
の
懇
親
会 

参
加
費 

 

３
０
０
０
円
（
懇
親
会
費
用
と
し
て
） 

 

＊
出
欠
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
紙
の
返
信
届
に
ご
記
入

の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電
話
で
１
月
６
日
（
月
）
ま

で
に
組
合
い
書
記
局
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
 

 
 

だ よ り 
No  １８ 

2013.11.20  

カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢 

舞
台
は
切
れ
目
な
し
の
大
盛
況 

 

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
家
並
、 

「
平
戸
さ
き
が
た
」
の
街
歩
き 

 
<

お
知
ら
せ>

 

 

第
１
回
法
律
相
談
会 

 

相
談
希
望
届
の
提
出
に
つ
い
て 

 

退
職
者
の
会
「
だ
よ
り
17
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が

「
第
1
回
法
律
相
談
会
」
を
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
数
と
相
談
分
野
を

事
前
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
別
添
の
申
込
書
に
記

入
の
う
え
組
合
書
記
局
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

相
談
希
望
者
に
は
、
相
談
日
時
と
相
談
会
場
を
あ
ら
た
め

て
通
知
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

〈
お
願
い
〉 

通
信
費
を
ま
だ
納
入
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
別
紙
振
替

用
紙
で
１
月
末
ま
で
に
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。 



福
岡
市
の
新
人
事
管
理
手
法 

 
新
年
度
か
ら
ポ
イ
ン
ト
職
員
制
を
導
入 

福
岡
市
は
今
年
６
月
に
策
定
さ
れ
た
「
行
革
プ
ラ
ン
」

で
来
年
４
月
か
ら
実
施
す
る
組
織
編
成
方
針
を
決
め
発
表

し
て
い
ま
す
。
新
方
針
の
柱
と
な
る
人
件
費
管
理
手
法
は
、

職
員
を
等
級
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
換
算
し
て
各
局
・
区
に
割

り
当
て
た
ら
れ
た
人
件
費
（
各
局
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
換
算
） 

を
管
理
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

（
１
ポ
イ
ン
ト
＝
６
８
，
０
０
０
円
で
換
算
さ
れ
て
い
ま
す
） 

高
度
成
長
時
代
、
多
く
の
大
企
業
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

「
科
学
的
管
理
手
法
」
を
真
似
た
「
作
業
管
理
手
法
（
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
）
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、「
タ

イ
ム
・
イ
ズ
・
マ
ネ
ー
」
を
標
語
に
作
業
過
程
を
細
か
く

分
断
し
、
作
業
ご
と
に
所
要
時
間
を
測
っ
て
標
準
化
し
、

労
働
者
の
『
作
業
合
理
化
』
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

昔
は
ス
ト
ッ
プ
・
ウ
ォ
ッ
チ 

今
は
ポ
イ
ン
ト 

福
岡
市
役
所
で
も
大
型
電
算
機
の
導
入
が
進
め
ら
れ
た

１
９
７
０
年
代
に
は
、
大
量
入
力
業
務
を
効
率
化
す
る
た

め
連
絡
票
作
成
、
帳
票
チ
ェ
ッ
ク
、
資
料
作
成
管
理
な
ど

の
単
位
作
業
毎
に
時
間
計
測
が
さ
れ
、
人
事
担
当
者
が
職

員
の
後
ろ
に
立
っ
て
ス
ト
ッ
プ
・
ウ
ォ
ッ
チ
で
計
測
す
る

な
ど
し
た
こ
と
か
ら
当
時
の
労
使
交
渉
で
も
大
き
な
争
点

に
な
り
ま
し
た
。 

「
事
務
作
業
の
効
率
化
」
が
目
的
と
さ
れ
ま
し
た
が
、

作
業
者
に
と
っ
て
単
調
な
作
業
の
繰
り
返
し
に
よ
る
集
中

力
の
低
下
、
労
働
意
欲
の
低
下
な
ど
か
ら
作
業
ミ
ス
、
作

業
遅
延
・
遅
滞
な
ど
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め

小
係
制
な
ど
に
よ
る
労
働
管
理
の
強
化
と
昇
進
を
か
ら
め

た
「
ア
メ
と
ム
チ
」
と
言
わ
れ
た
労
務
管
理
の
強
化
が
進

み
ま
し
た
。 

貯
ま
る
の
は
、
ス
ト
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト 

今
回
の
新
た
な
人
事
管
理
手
法
は
、
い
か
に
も
現
代
的

な
「
ポ
イ
ン
ト
制
」
で
す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
制
の
秘
密
は
、

『
仕
事
の
量
』
を
ポ
イ
ン
ト
で
示
す
の
で
は
な
く
て
、
仕

事
を
す
る
人
を
ポ
イ
ン
ト
単
位
で
示
す
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
ポ
イ
ン
ト
制
で
は
、
仕
事
を
し
て
も
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
貯
ま
る
の
は
職
務
の
差
に
よ
る

ポ
イ
ン
ト
差
、
言
わ
ば
「
ス
ト
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
」
と
呼

べ
る
も
の
で
す
。
所
属
に
配
分
さ
れ
た
総
ポ
イ
ン
ト
は
、

こ
の
ポ
イ
ン
ト
差
に
着
目
し
て
、
所
属
ご
と
の
自
己
責
任

で
ポ
イ
ン
ト
配
分
（
職
員
配
置
）
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。
人
員
を
増
や
し
た
け
れ
ば
ポ
イ
ン
ト
の
低
い
職
位

（
嘱
託
等
）
に
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
分
だ
け

職
員
の
責
任
範
囲
が
広
が
り
、
効
率
化
を
進
め
れ
ば
こ
の

「
ス
ト
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
」
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
仕
組

み
で
す
。 

し
か
も
、
職
場
と
個
々
の
職
員
の
中
に
「
貯
ま
っ
た
ス

ト
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
人
事
に
持
っ
て
い
っ
て
も
交

換
（
増
員
・
手
当
等
）
に
応
じ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
何
故
な

ら
、
ス
ト
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
は
「
マ
イ
ナ
ス
の
悪
玉
ポ
イ

ン
ト
」
だ
か
ら
、
交
換
で
き
な
い
仕
組
み
と
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
ス
ト
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
は
増
え

る
一
方
で
、
自
主
的
に
強
制
消
去
す
る
し
か
方
法
が
な
い

の
で
す
。 

福
岡
市
で
職
員
の
不
祥
事
や
ト
ラ
ブ
ル
が
度
々
報
道
さ

れ
、
病
気
休
職
者
等
も
ま
す
ま
す
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
の
貯
ま
る

悪
玉
ポ
イ
ン
ト
が
増
加
す
る
仕
組
み
が
あ
り
、
し
か
も
強

化
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

（
こ
の
内
容
は
役
員
会
で
議
論
を
し
て
、
是
非
多
く
の
退
職
者
の
方
々

に
も
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
と
話
し
合
っ
て
記
事
に
し
ま
し
た
） 
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